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2012年第10回「梅の香り」うた遊び大会の出場者のみなさん�

今回の表紙題字：西原町文化協会書道部　宮本峰堂さん�

●平成24年度一般会計予算 �
●平成24年度特別会計予算 �
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●新規制定条例 �
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町民と議会を結ぶ情報誌�

６月定例会の傍聴のご案内　6月14日（木）午前10時　開会予定�
詳しい日程の�
お問い合せは�
議会事務局へ�
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 ３月議会の傍聴者　延べ人数23人　 議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。

町町村村議議会会議議員員・・事事務務局局職職員員研研修修会会��町町村村議議会会議議員員・・事事務務局局職職員員研研修修会会��町村議会議員・事務局職員研修会�町村議会議員・事務局職員研修会�
　沖縄県町村議会議長会主催による町村議会議員と事務
職員研修会が、5月9日午後、浦添市てだこホールで開催
され、「沖縄振興一括交付金について」研修しました。    

演題：沖縄振興一括交付金について�
講師：安慶名　均（沖縄県企画部市町村課長）�

インターネットで�
　　　　　 を知ろう�

ご 案 内 �

町議会�町町議議会会��町議会�町議会�

西原町ホームページアドレスから�

 http://www.town.nishihara.okinawa.jp/ 西原町議会会議録� 検索�

西原町議会では、本議会の�
会議録や議会だよりを�
公開しています。�

町のために、どのようなことが�
話し合われているのか、�
のぞいてみませんか？�

人
　
事
　
異
　
動�

　平成24年度の定例人事異動
に伴い、呉屋寛文さんが企画
財政課へ、後任に健康推進課
から新川高志さんが配属され
ました。�
 また、４月から、幸地かおる
さんに代わり谷地田唯さんが、
新しく事務嘱託員となりまし
た。  

谷地田　唯さん�新川　高志さん�

　

今
年
も
青
年
会
に
よ

る
エ
イ
サ
ー
の
太
鼓
の
音

が
聞
こ
え
、
夏
祭
り
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
た
な
ー
と

感
じ
ま
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
兼
久
自
治
会
に
青
年
会

エ
イ
サ
ー
が
出
来
た
十
六
年
前
、
兼
久
エ
イ
サ
ー
の
型

を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
ど
こ
か
ら
習
う
か
、
道
具
類
は

ど
の
よ
う
に
調
達
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
様
々
な
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
。
工
業
専
用
地
域
の
企
業
等
か
ら
の
資

金
協
力
も
あ
り
、
エ
イ
サ
ー
が
出
来
て
か
ら
は
、
自
治

会
の
祭
り
を
始
め
、
様
々
な
場
面
で
人
と
人
の
絆
を
深

め
る
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
誇
り
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。
若
者
が
元
気
で
生
き
生
き
と
し

て
い
る
ま
ち
は
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る

に
も
活
動
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
自
治
会
の
努
力
だ
け

で
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
町
議

会
議
員
も
、
今
回
の
一
括
交
付
金
を
活
用
し
た
地
域
支

援
が
出
来
な
い
か
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成24年度一般会計予算�平成24年度一般会計予算�
あなたの税金は、この様に使われます！�

可�
　決�

◆主な新規事業�

・執行体制と行財政の確立：庁舎等複合施設の建設工事、町民税・固定資産税・軽自動車税のコンビニ収納の実施�

・「平和月間（6月）」の推進�

・福祉の充実：新規認可保育園建設費補助事業の実施、認可保育園移転建設費補助事業の実施、ファミリーサポートセンター事業の実施�

・産業の振興：第6回西原町産業まつりの開催、農産物直売施設商圏調査の実施�

・安全で住みよい生活環境の整備：地域防災計画策定、西原町墓地基本条例（仮称）の制定、平園線（仮称）道路整備事

業の実施、都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業の実施�

・教育、文化、スポーツの振興：坂田小学校耐力度調査の実施、内間御殿保存管理計画の策定、子ども読書活動推進計画

の実施�

・男女共同参画社会の推進：第三次西原町男女共同参画計画「さわふじプラン」策定に向けての取り組み�

・地域活性化事業の推進：一般コミュニティ助成事業の実施（西原ハイツ自治会）�

・広報広聴活動の推進：小学校区単位での行政懇談会の実施�

依存財源��
79億6,757万5千円�
63.7%

自主財源 ��
45億4,242万5千円�
36.3%

用語の解説�【歳出科目】�

歳　出�

歳 出�
125億1,000万円�

議会費　��
1億4,304万1千円�
1.1%

消防費　��
4億8,381万2千円��
3.9%

衛生費　��
6億4,816万2千円�
5.2%

公公債債費費����
1100億億77,,002244万万88千千円円����
88..66%%

公債費��
10億7,024万8千円��
8.6%

土土木木費費　　����
1166億億11,,883377万万55千千円円����
1122..99%%

土木費　��
16億1,837万5千円��
12.9%

教教育育費費　　����
1111億億66,,772255万万77千千円円��
99..33%%

教育費　��
11億6,725万7千円�
9.3%

総総務務費費　　����
3311億億55,,999966万万77千千円円����
2255..33%%

総務費　��
31億5,996万7千円��
25.3%

民民生生費費����
4400億億66,,330011万万22千千円円��
3322..55%%

民生費��
40億6,301万2千円�
32.5%

その他　��
3,116万6千円��
0.2%

歳入・歳出総額125億1,000万円�歳入・歳出総額125億1,000万円�歳入・歳出総額125億1,000万円�歳入・歳出総額125億1,000万円�歳入・歳出総額125億1,000万円�

商工費　��
904万3千円��
0.1%

労働費　��
1,609万1千円��
0.1%

農林水産費��
9,982万6千円��
0.8% 総務費�

計画策定、庁舎の管理、税
務、選挙事務等�
　�
民生費�
老人福祉や児童福祉、障害
者福祉の運営等�
　�
衛生費�
各種健診や予防接種、ごみ
や尿の処理（東部清掃施設
組合負担金など）ごみ減量
化促進等�
　�
労働費�
町商工会、シルバー人材セ
ンターの運営等�
　�
農林水産業費�
農林水産業の振興、港湾施
設の整備等�
　�
商工費�
町内商工業の振興等�
　�
土木費�
町道の新設改良や舗装補修、
河川の整備、公園の新設や
維持管理等�
　�
消防費�
東部消防組合の運営�
　�
教育費�
小中学校や幼稚園の教育環
境の整備、生涯学習、文化
財保護、図書館の運営等�
　�
公債費�
町が道路を造ったり、学校
を建てたりするときに借り
たお金を毎年計画的に返す
ためのお金�
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平成24年度一般会計予算�平平成成2244年年度度一一般般会会計計予予算算��
対前年比　19億5,100万円増�

◆予算審査特別委員会委員長報告�

可可��
　　決決��
可�
　決�

　�

　予算の特徴は、近年例を見ない大型予算となっています。増額の主な要因は、庁

舎等複合施設建設事業にかかる庁舎等複合施設事業債12億2,830万円（12億400万円

増）を始め、まちづくり交付金４億4,860万円（４億4,060万円増）、庁舎建設基金２

億1,120万円（２億120万円増）、及び地域福祉基金6,560万円（6,559万9千円増）の

取り崩しです。また、沖縄振興特別推進交付金の本町交付分約６億6,000万円のうち、

１億8,337万円（新規）が計上されています。�

地方税�
皆さんが町に納める税金�
　�
使用料・手数料�
町の施設を使ったり、住民
票などの交付に手数料とし
て皆さんが支払ったお金�
　�
分担金・負担金�
保育料など町民が支払った
お金�
　�
繰入金�
基金の取り崩しなどにより
繰り入れたお金�
　�
諸収入�
町税の延滞金、学校給食費
など他の科目に属さないお
金�
　�
地方譲与税�
自動車重量税の一部など、
もともと地方税として納め
るべきものを国税として徴
収した後、町に譲与された
お金�
　�
地方交付税�
所得税など国が徴収した税
金の中から、町の財政状況
に応じて交付されるお金�
　�
国・県支出金�
事業など特定の目的の財源
として、国や県から交付さ
れたお金�
　�
町　債�
大きな事業を行うために、
国や県及び金融機関から借
り入れたお金�
�

用語の解説�【歳入科目】�

歳　入�

歳 入�
125億1,000万円�

各種交付金 ��
3億5,258万7千円 ��
2.8%

町債��
18億8,058万�
6千円��
15.0%

県支出金��
14億5,082万円�
11.6%

国庫支出金��
21億5,036万3千円��
17.2%

地方交付税��
20億3,360万2千円�
16.3%

依依存存財財源源����
7799億億66,,775577万万55千千円円��
6633..77%%

依存財源��
79億6,757万5千円�
63.7%

自自主主財財源源  ����
4455億億44,,224422万万55千千円円��
3366..33%%

自主財源 ��
45億4,242万5千円�
36.3%

その他�
（寄附金、繰越金）��
5,000万3千円��
0.4%

財産収入�
1億273万2千円�
0.8%

使用料及び手数料��
1億1,261万7千円��
0.9%

分担金及び負担金��
1億8,512万1千円�
1.5%

繰入金�
5億8,502万�
1千円�
4.7%

諸収入��
3億3,137万�
7千円��
2.6%

地方譲与税 ��
9,961万７千円 ��
0.8%

町税　��
31億7,555万4千円�
25.4%

公債費��
10億7,024万8千円��
8.6%

土木費　��
16億1,837万5千円��
12.9%

教育費　��
11億6,725万7千円�
9.3%

総務費　��
31億5,996万7千円��
25.3%

民生費��
40億6,301万2千円�
32.5%

歳入・歳出総額125億1,000万円�歳入・歳出総額125億1,000万円�歳入・歳出総額125億1,000万円� 平成24年度一般会計予算�
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特別会　特別会　計予算�特別会　特別会　計予算�特別会　平平成24年度�平成24年度�

水道事業�

収益的収入及び支出�
　収入　8億8,773万5千円。対前年度比2,079万円の増�

主
な
内
容�

・営業収益：8億8,693万2千円を計上�
　（給水収益－8億7,291万8千円）�
・営業費用（支出）：8億337万1千円を計上�
　（県企業局からの購入費：4億7,160万6千円）�

資本的収入及び支出�
　収入  3,600万3千円。対前年度比1,410万円の増�

支出  1億5,375万1千円。対前年度比2,066万6千円の増�
・建設改良費（支出）：1億358万円�
・企業債償還金（支出）：4,717万円�

主
な
内
容�

・国庫補助金（収入）：2,000万円�
・工事負担金（収入）：1,500万円�

　支出　8億3,876万7千円。対前年度比896万6千円の増�

土地区画整理事業　6億9,602万6千円�

主な歳入�繰入金：1億5,024万1千円（一般会計より）。対前年度比3,407万7千円の増�
繰越金：8,864万2千円。対前年度比7,977万7千円の減�
保留地処分金：487万1千円（上原棚原地区の１区画分）。対前年度比358万6千円の増�
国庫支出金：4億5,000万円（西原西地区の補助金）。�
県支出金：225万1千円（西原西地区の不発弾の磁気探査の継続事業）。対前年度比2万8千円の増�

主な歳出�土地区画整理事業費：6億9,592万6千円。対前年度比7,808万6千円の減。�
�
　　・上原棚原地区：管理費として1,154万５千円（人件費等）。�
　　　　　　　　　　事業費として9,103万５千円（委託料）。�
　　・西原西地区：管理費として7,599万６千円（人件費等）。事業費として５億1,735万円。�
　　　　　　　　　（物件補償費３億９千万円余、工事請負１億円余）�

事
業
内
訳�

前年度比約10.09％減�

公共下水道事業　6億8,840万円�

主な歳入�使用料費及び手数料：8,487万7千円。対前年度比68万円の増�
国庫支出金：2億1,600万円（汚水整備＝1億9,800万円、雨水整備＝1,800万円）。対前年度比600万円の増�
繰入金2億2,168万円（一般会計より）。対前年度比約3,388万円の増�
町債：1億5,890万円。対前年度比約6,070万円の減（下水道事業債が主）�

主な歳出�公共下水道費：5億1,489万2千円の内�
　管理費：5,115万4千円（一般：237万2千円、維持：4,878万2千円）�
　整備費：4億6,373万８千円（汚水整備：4億0,728万7千円、雨水整備：5,645万1千円）�
　公債費：1億7,334万2千円�

前年度比約3.10％減�
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計予算特別会　計予算�計予算特別会　計予算�計予算�平成24年度� 可決!!可決!!

国民健康保険　45億9,383万円�
※対前年度で2億2,035万円9千円増�

主な歳入�保険税：6億6,433万6千円。対前年度比2,992万3千円の増�
国庫支出金：18億3,433万7千円。対前年度比5,259万8千円の減�
交付金：14億1,720万8千円。対前年度比1億9,428万1千円の増�
県支出金：2億5,050万9千円。対前年度比1,835万2千円の増�
繰入金：4億2,444万3千円（一般会計より）。対前年度比2,990万1千円の増�

主な歳出�保険給付費：27億6,208万1千円。対前年度比1億4,793万4千円の増�
後期高齢者支援金等：5億3,236万8千円。対前年度比2,617万4千円の増�
介護給付費：2億3,624万6千円。対前年度比1,507万6千円の増�
共同事業拠出金：8億352万9千円。対前年度比4,297万4千円の増�

前年度比約5.03％増�

後期高齢者医療　1億6,088万円�

主な歳入�保険税：1億1,230万2千円。対前年度比671万9千円の増。�
　　※沖縄県後期高齢者医療広域連合（＝広域連合）議会決定に基づき負担金計上�
繰入金：4,855万8千円（一般会計より）。 対前年度比1,331万円の減�

主な歳出�広域連合納付金：1億5,937万2千円（保険料分と保険基盤安定繰入金）�
　　※後期高齢者医療負担金1億7,786万3千円は一般会計から広域連合へ納付�
　　※総務費については、一般会計予算組み替えにより対前年度比1,387万円の減�
�

前年度比約3.94％減�

介護保険　16億6,374万8千円�

主な歳入�保険税：3億2,794万3千円。対前年度比5,398万6千円の増�
国庫支出金：3億6,177万6千円。対前年度比1,498万円の増�
支払基金交付金：4億4,493万6千円。対前年度比435万6千円の減�
県支出金：2億2,732万2千円。対前年度比169万6千円の増�
繰入金：3億165万2千円（一般会計より）。対前年度比3,190万円の減�
�

主な歳出�保険給付費：15億1,325万8千円。対前年度比3,888万2千円の増�
地域支援事業費：5,956万3千円。対前年度比416万6千円の減�
 �
　　・生きがい活動支援通所事業委託料140万8千円（委託先：守礼の里）�
　　・運動機能向上事業委託料167万4千円（委託先：町社会福祉協議会）�
　　・いいあんべー共生事業委託料540万9千円（委託先：町社会福祉協議会）�
　　・いいあんべー家運営管理費1,475万1千円（委託先：町社会福祉協議会）�
　　・地域包括支援センター運営事業委託料2,860万4千円（委託先：西原敬愛園）�
�

事
業
内
訳�

前年度比約2.11％増�
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条条例の一部改正�条条例例のの一一部部改改正正��条例の一部改正�可可決決��可決�

新新たたにに整整備備さされれたた条条例例（（44つつあありりまますす））��新たに整備された条例（4つあります）�

西原町男女共同参画推進条例�
平成24年４月１日から施行�

【趣旨】�

　地域や家庭に残る性別による固定的な役割分担、職場における不平等、男女間における様々な暴力の存

在など、多くの克服すべき課題が残されており、男女共同参画社会の実現に向けて、なお一層の努力が求

められていることから、町及び町民等が一体となって、真の男女共同参画社会の実現を総合的かつ計画的

に推進するために、本条例を制定する。�

【目的】�

　本町の男女共同参画社会についての指針を明らかにし、すべての人があらゆる差別や偏見から解放さ

れ、心豊かにいきいきと活力に満ちた男女共同参画社会の実現を目指す。                    

その1

�

可決�

主　な　内　容改 正 条 例 名

　地方自治法第２条第４項の改正により、「市町村の基本構想の策

定」の義務付けがなくなったため、その規定を削除する必要があ

る。

西原町廃棄物の処理及び清掃に関する条例

の一部を改正する条例

　介護保険法の規定による介護保険事業計画の策定に係る平成24

年度から平成26年度までの保険料率を定めるとともに、同施行令

の一部改正に伴う町条例の一部改正の必要がある。

西原町介護保険条例の一部を改正する条例

　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の

施行に伴い、本町においても、西原町職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する必要がある。

西原町職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例

　いわゆる「団塊の世代」の大幅な退職者の増加により、西原町

職員退職手当特別負担金基金を活用する必要がある。

西原町職員退職手当特別負担金基金条例の

一部を改正する条例

　次の事由に伴い、西原町附属機関の設置に関する条例の規定を

改正する必要がある。

１．「西原町さわふじ懇話会」を「西原町男女共同参画審議会」へ

名称変更

２．西原町史編纂業務の終了に伴い、西原町史編集委員会を廃止

し、西原町国指定史跡「内間御殿」保存管理計画策定委員会を

新たに設置

西原町附属機関の設置に関する条例の一部

を改正する条例

　地域の自主性および自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、西原町中央公民

館の設置及び管理に関する条例の規定を改正する必要がある。

西原町中央公民館の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例

　地域の自主性および自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、西原町立図書館

設置条例の規定を改正する必要がある。

西原町立図書館設置条例の一部を改正する

条例

　近年の社会情勢や財政事情を踏まえ、西原町職員の給与に関す

る条例に定める管理職手当に係る規定の改正を行う必要がある。

西原町職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例

2012（平成24） 年６月１日発行 第52号  （６）西 原 町 議 会 だ よ り

平成23年度 一般会計補正予算� 可決�
・歳入歳出それぞれ３億3,041万２千円を減額し、総額107億1,647万１千円とする。�

歳 入 �〈主な補正内容〉�
　国庫支出金で１億4,652万１千円の減�

　　（子ども手当国庫負担金の減等）�

　県支出金で１億6,051万９千円の減�

　　（児童福祉費県補助金の減等）�

繰越明許費の補正�

　教育費で1,197万円計上�

　　（坂田小学校８クラスにクーラー設置）�

歳 出 �〈主な補正内容〉�
　民生費で２億4,305万３千円の減�

　　（児童福祉費の減等）�

　土木費で1,875万２千円の減�

　　（道路新設改良費の減等）�

�

平成23年度 特別会計補正予算� 可決�

　歳入歳出それぞれ5,831万4千円を減額し、

総額50億9,865万7千円とする。�

　主な要因は、諸収入及び共同事業拠出金の

減額である。�

国民健康保険�

　歳入歳出それぞれ340万 1千円を減額し、

総額7億8,494万8千円とする。�

　主な要因は、繰入金の減額である。�

�

土地区画整理�

当初予算分�

　歳入歳出それぞれ5,115万4千円を減額し、

総額16億3,159万6千円とする。�

　主な要因は、介護保険料及び支払基金交付

金の減額である。�

介 護 保 険 �

規約変更�

指定管理�
者の指定�

工事請負�
契約�

南部広域行政組合規約の変更について�

　平成24年５月１日から同組合の共同処理する事務に「一般廃棄物最�
　終処分場の設置及び管理運営に関する事務」を加えた為の規約変更�

工事請負契約の締結について�

　◇小波津川１号車道橋下部工工事�
　　契 約 金 額：5,069万 9,250円�
　　契約の相手：株式会社　丸政土建（代表取締役　大湾盛淳 )�
　　契約の方法：指名競争入札（町内業者9社、町外業者1社 )

可決�

可決�

可決�
西原町いいあんべー家指定管理者の指定について�

　指定管理施設：西原町いいあんべー家�
　指定管理者：社会福祉法人　西原町社会福祉協議会（会長　新川善昭）�
　指 定 期 間：平成24年４月１日から平成27年３月31日�

条例の一部改正�条例の一部改正�可決�

新たに整備された条例（4つあります）�

繰越明許分�

　繰越明許費として476万7千円を追加する。�

　追加要因は、介護保険制度改正に伴うシス

テム改修委託である。�
�
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『『西西原原町町第第四四次次国国土土利利用用計計画画』』のの策策定定��『西原町第四次国土利用計画』の策定�

【目的】�

　『西原町第四次国土利用計画』は、本町区域における町土について、長期にわたって安定した均衡ある土地利

用をするために策定する。�

【計画の位置付け】�

　同計画は、国土利用計画法の規定に基づき、前述の目的のために必要な事項を定めるもので、沖縄県の区域

について定める『第４次沖縄県国土利用計画』を基本として、これまでの計画を改定し策定するものである。�

【まちづくり基本条例及び国土利用計画審議特別委員会の報告】�

　同計画の土地利用構想図の中の道路に、国道329号バイパスの「産業通り」までの記載がないので、早急に「産

業通り」の県道格上げを要請し、同国道の同通りまでの延伸の計画を図るべき、との要望があった。�

　向こう10年間の本町のまちづくりの方向性を規定する西原町第四次国土利用計画に関
して次のとおり決議する。�

記�
�

１．本町の既存集落地域における都市計画法第34条第11号に係る区域（自己用住

宅の立地緩和区域）の更なる拡大を促進すること�

２．マリンタウン地区の後背地と国道329号線間における宅地系の土地利用の促進

を図ること�

３．町道45号（通称・産業通り）の県道への格上げと同幹線と国道329号線バイ

パスの延伸・連結を促進すること�
�

　以上、決議する。�
�
　平成24年３月28日�

沖縄県西原町議会�
�
あて先　西原町長�

原原案案
��

　　可可
決決��

原案
�

　可
決�

【主な内容】�

第１章　町土利用に関する基本構想�

　１．国土利用の基本方針�

　２．地域類型別の町土利用の基本方向�

　３．利用区分別の町土利用の基本方向�

第２章　利用区分ごとの規模の目標及び地域別概要�

　１．利用区分ごとの規模の目標�

　２．地域別の概要�

第３章　第２章に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要�

　１．公共の福祉の優先�

　２．国土利用計画法等の適切な運用�

�

３．地域整備施策の推進�

４．町土の保全と安全性の確保�

５．環境の保全と美しい町土の形成�

６．土地利用転換の適正化�

７．土地の有効利用の促進�

８．多様な主体の参画・連携�

９．町土に関する調査の推進�

10．指標の活用と進行管理�

その他資料等�

西原町第四次国土利用計画に関する決議�西原町第四次国土利用計画に関する決議�
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新新たたにに整整備備さされれたた条条例例（（前前頁頁かかららのの続続きき））��新たに整備された条例（前頁からの続き）�

西原町まちづくり基本条例�
平成24年４月１日から施行�

【理由】�

　少子高齢社会の到来や地域主権改革など自治体を取り巻く大きな時代の転換期の中で、まちづくりの担い

手である町民、事業者、議会及び執行機関の役割を再確認し、町民主体のまちづくりを推進していくため、条

例文に「地域自治会等」及び「公共の利益のため」等の文言を挿入する一部修正を加え当該条例を制定した。�

その2

西原町名誉町民条例�
平成24年４月１日から施行�

【目的】�

　西原町の政治、経済、産業、教育、文化その他広く社会福祉の向上に卓絶した功績があった者に対し

て西原町名誉町民（以下「名誉町民」という。）の称号を贈り、その功績をたたえ、もって町民敬愛の対

象として顕彰することを目的とする。�

【称号を贈る条件】�

　名誉町民の称号は、次に掲げるいずれにも該当する者に贈ることができる。�

（1）本町に引き続き20年以上居住している者若しくは居住していた者又は本町に特に縁故の深い者�

（2）本町の政治・経済の進展、産業の振興、社会福祉の増進又は広く教育・学術・文化の発展に著しい

功績があった者�

（3）町民が郷土の誇りとして、ひとしく敬愛の対象とするにふさわしい者�

【称号の追贈】�

　名誉町民の称号は、故人（町制施行日以後死亡した者）に対しても追贈することができる。�

その3

西原町選挙公報の発行に関する条例�
平成24年４月１日から施行�

【理由】�

　若者の選挙離れによる投票率の低下が問題となっており、その要因のひとつとして候補者の政見等の

情報が有権者に充分に伝わっていない事が挙げられる。�

　その問題解決として、「選挙公報」の発行及び配布により候補者の情報を提供し、投票における判断材

料として活用する。また、有権者の「知る権利」を守ることにもつながる。�

【趣旨】�

　公職選挙法の規定に基づき、西原町議会議員及び西原町長の選挙の候補者の政見等及び写真を掲載し

た選挙公報の発行に関し必要な事項を定めるものとする。�

【主な内容】�

・選挙公報を選挙ごとに１回発行しなければならない。�

・選挙公報は、各世帯に対して、選挙の期日の前日までに配布する。�

その4

【『西原町まちづくり基本条例』の構成内容】�

第１章　総則（目的等、第１条～第３条）�

第２章　まちづくりの基本方向（第４条～第７条）�

第３章　まちづくりの基本原則（第８条）�

第４章　町民の権利と役割（第９条・第10条）�

第５章　事業者の権利と役割（第11条・第12条）�

第６章　コミュニティ活動の推進（第13条）�

第７章　町議会の役割（第14条・第15条）�

�

第８章　執行機関の役割（第16条～第18条）�

第９章　町政運営（第19条～第28条）�

第10章　住民投票（第29条）　�

第11章　交流及び連携（第30条・第31条）�

第12章　条例の見直し（第32条）�

附則�

�

修正可決�

可決�

可決�

※　詳細は西原町のホームページをご覧ください。�



2012 （平成24） 年６月１日発行西 原 町 議 会 だ よ り第52号 （１１）

承
認�

第●回�� ２�  臨時議会4月9日�東部清掃施設組合規約の一部を改正�

　東部清掃施設組合の「し尿等下水道放流施設の設置及び管理運営に関する事務」におい
て、中城村、北中城村が加入し共同処理することに伴い規約の変更の必要があります。両
村の加入により、議会費や総務費等の一部経費負担が低くなるメリットがあります。�

　地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部改正する法律が平成24年３月31
日公布、４月１日施行されることに伴い、町の関係条例も４月１日施行日の必要性か

ら町長の専決処分としました。�

【一部改正された規約の主なもの】�

第２条…「南風原町」の次に、「中城村、北中城村」を加え、�
　　　　「組合市町」を「組合市町村」に改める。�
第３条…「加入市町」を「加入市町村」に改める。�
第５条…「12人」を「18人」に、「各市町」を「各市町村」に改め、�
　　　　「南風原町３人」の次に「中城村３人北中城村３人」を加える。�
第14条…「組合市町」を「組合市町村」に、「事業費人口割」を「事業費比例人口割」に改める。�

�

専
決
処
分�

承
認�【承認第１号】西原町税条例の一部を改正する条例�

【承認第２号】西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例�

【承認第１号】西原町税条例の一部を改正する条例�

【承認第２号】西原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例�

可可決決！！��可決！�

こ
の
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会
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集
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は
、
学
校
長
と
し
て
学
校

の
課
題
を
改
善
し
た
い
と
の
思

い
が
行
き
過
ぎ
、
西
原
町
教
育

委
員
会
に
対
し
ま
し
て
、
ま
こ

と
に
申
し
わ
け
の
な
い
こ
と
を

い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。」

は
、
町
民
の
常
識
か
ら
す
れ
ば

始
末
書
以
外
の
何
物
で
も
な

い
。
学
校
長
の
立
場
に
あ
る
者

が
求
め
ら
れ
も
し
な
い
始
末
書

を
好
き
好
ん
で
書
く
こ
と
が
あ

り
得
る
の
か
？
始
末
書
を
求
め

な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
学
校

長
に
差
し
戻
し
、
誤
解
を
与
え

る
ほ
ど
の
対
応
に
関
し
謝
罪
す

べ
き
だ
。

教
育
長　

ま
と
め
て
答
弁
し
た

い
。
始
末
書
を
求
め
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
に
受
け

取
ら
れ
誤
解
を
招
い
た
の
で
あ

れ
ば
申
し
わ
け
な
く
思
っ
て
い

る
。
受
け
取
っ
た
文
書
を
学
校

長
に
差
し
戻
し
た
い
。

始
末
書
を
出
し
た
と
い
う

事
は
、
誤
解
す
る
ほ
ど
の

強
力
な
指
導
が
あ
っ
た
と
い
う

事
。
学
校
の
過
密
化
対
策
の
先

頭
に
立
つ
学
校
長
の
仕
事
を
否

定
す
る
ば
か
り
か
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
心
配
し
署
名
活
動

に
立
ち
上
が
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
行

動
も
否
定
す
る
も
の
。
町
教
委

に
権
限
が
あ
っ
て
も
、
対
等
な

目
線
で
現
場
と
向
き
合
う
事
が

大
事
だ
。

　

坂
田
小
に
は
熱
中
症
が
懸
念

さ
れ
る
劣
悪
な
教
室
（
学
級
）

が　

も
あ
る
が
、
同
じ
く
冷
房

１１
の
完
備
さ
れ
な
い
東
小
学
校
に

は
同
様
な
教
室
が
ど
の
程
度
あ

る
の
か
？

教
育
部
長　

４
つ
の
教
室
で
風

通
し
が
悪
い
状
況
に
あ
る
が
、

坂
田
小
の
よ
う
に
非
常
に
悪
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

坂
田
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発

し
た
「
も
し
も
の
事
が
あ

れ
ば
責
任
取
れ
ま
す
か
！
」
の

問
い
は
、
東
小
の
冷
房
整
備
に

も
当
て
は
ま
る
事
だ
。
坂
田
小

の
問
題
に
関
し
、　

年
度
で
扇

２４

風
機
対
応
の
予
算
を
組
み
な
が

ら
、
急
転
直
下　

年
度
補
正
で

２３

冷
房
整
備
に
変
更
し
た
。
問
題

は
、
学
校
現
場
へ
の
配
慮
や
子

ど
も
た
ち
へ
の
寄
り
添
う
姿
勢

が
弱
い
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
仕

事
ぶ
り
、
硬
直
し
た
発
想
だ
。

緊
急
避
難
的
な
対
応
が
欠
如
し

て
い
た
。

教
育
部
長　

冷
房
整
備
は
防
音

事
業
で
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
。

学
校
現
場
と
意
思
疎
通
を
図
り

な
が
ら
緊
急
的
な
措
置
も
や
っ

て
い
き
た
い
。

与那嶺義雄　議員

◇始末書の差し戻しを！

◇冷房、深刻さは東小も

同様！

問

問

問

坂田小学校
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教教育育委委員員会会委委員員のの任任命命��教育委員会委員の任命�

大濱　進 氏（坂田ハイツ在）� 當眞　信子 氏（小波津在）�

仲宗根好美 氏（幸地在）�

人人権権擁擁護護委委員員候候補補者者のの推推薦薦��人権擁護委員候補者の推薦�

同意� 適任�

沖縄戦遺族のDNA鑑定実施の意見書�沖縄戦遺族のDNA鑑定実施の意見書�

　沖縄戦遺骨収集ボランティア「ガマフヤー」が2011年７月７日に厚生労働省援護局外事室に於いて「こ

れから県内で出土する遺骨で歯のある遺骨はDNA鑑定をしてください」との要請を行いました。これに

対する外事室長からの回答は「戦没者の遺骨の身元を特定して遺族の元へ帰す為、沖縄戦戦没者の遺骨は

全部DNA鑑定をやります」という回答でした。�

　しかし、実際に遺族の元へ帰すには、今度は沖縄戦全遺族の側の（希望者の）DNA鑑定の作業を行う

必要があります。遺骨と遺族の両方のDNAの照合が必要なのです。シベリアの遺骨に対しては全遺族に

DNA鑑定への参加を呼びかけたのです。そのおかげで800体余の遺骨が遺族の元へ帰ることが出来まし

た。沖縄でも同じようにして下さいという要望です。戦死者の遺骨が遺族の元へ帰るためにはDNA鑑定

しかありません。�

　遺族の高齢化を考えると残された時間は多くはありません。戦没者の遺骨を遺族の元へ帰す為、そして

国家が国民を戦死させた責任を国家として果たす意味でも沖縄戦遺族のDNA鑑定の実施を要請します。�

�

�
要望事項�

�

１　沖縄戦遺族のDNA鑑定を実施すること�
�
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。�
�
平成24年３月28日�

沖縄県西原町議会　�
あて先　参議院議長、衆議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣�

�

�

陳
情
・
要
請
　
※
文
面
は
要
約
し
て
い
ま
す
。�

可決�

※文面は、要約しています。詳しくは、西原町のホームページをご覧下さい�

結 果【１２月定例会からの継続審査分】　　　　　　

趣旨採択平成２４年度福祉施策及び予算の充実について（要請）

趣旨採択坂田小学校施設修繕等の要望調査に対する検討願い

結 果【３月定例会での受理分】　　　　　　

継続審査八重山地区教科書問題解決に向けての要請

審議未了消費税増税に反対する陳情

採　　択
西原町発注の公共工事にかかる電気設備工事の分離発注及び西原町電
設会々員企業への優先発注について（要請）

採　　択沖縄戦遺族のDNA鑑定実施の国への要請の陳情
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平
成　

年
度
予
算
の
歳

２４

入
部
で
自
主
財
源
確
保

の
為
に
、
町
有
地
を
積
極
的
に

処
分
す
る
と
し
て
い
る
。
処
分

予
定
物
件
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

総
務
部
長　

上
原
・
棚
原
地
区

区
画
整
理
地
内
に
あ
る
町
有
地

の
う
ち
、
現
状
販
売
が
可
能
な

も
の
か
ら
順
次
処
分
し
た
い
。

そ
れ
に
、
千
原
地
域
の
１
箇

所
、
那
覇
市
首
里
大
名
の
１
箇

所
、
現
庁
舎
敷
地
等
あ
わ
せ
て

　

箇
所
が
処
分
可
能
な
町
有
地

２０で
、
平
成　

年
度
以
降
に
処
分

２４

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
庁
舎
敷
地
の
売
買
に

つ
い
て
、
不
動
産
業
者
等

か
ら
照
会
は
あ
る
の
か
。
そ
れ

と
、
那
覇
市
首
里
大
名
在
の
2

4
3
坪
は
分
筆
処
分
と
な
る
の

か
。

総
務
部
長　

現
庁
舎
敷
地
に
つ

い
て
の
照
会
は
多
数
あ
り
ま
す

が
件
数
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ

ん
。
分
筆
処
分
で
な
く
、
一
筆

で
の
処
分
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
大
名
在
の
土
地

は
、
状
況
を
み
て
判
断
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２３

補
正
予
算
等
で
坂
田
小

学
校
空
調
機
設
置
工
事
の
８
教

室
分
1
、 1
9
7
万
円
を
予
備

費
か
ら
の
流
用
で
急
き
ょ
提

案
、
可
決
さ
れ
た
。
唯
一
空
調

機
未
整
備
校
と
な
っ
た
西
原
東

小
学
校
の
空
調
機
設
置
を
ど
う

考
え
る
の
か
。
平
成　

年
度
予

24

算
で
計
上
し
た
坂
田
小
学
校
の

扇
風
機
工
事
費
2
7
9
万
円
余

が
不
用
と
な
る
。
そ
の
予
算
を

東
小
学
校
の
扇
風
機
設
置
に
充

て
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

教
育
部
長　

平
成　

年
度
に
校

27

舎
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
、

防
衛
省
の
防
音
工
事
で
整
備
を

予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
西
原

東
小
学
校
で
緊
急
措
置
が
必
要

な
教
室
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
、
温
度
、
湿
度
調
査
の

上
、
対
処
す
る
必
要
が
あ
れ

ば
、
そ
の
予
算
の
活
用
を
判
断

し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
教
育
庁
は
2
0

1
2
年
度
事
業
で
英
語

立
県
沖
縄
の
推
進
を
重
点
施
策

の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。
国
際
化
時
代
と
い
わ
れ
る

中
で
、
多
く
の
町
民
が
英
語
で

外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
と
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
考
え
る
。
小
学
生
か
ら

大
学
生
等
は
学
校
で
英
語
を
学

ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
社
会

人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状

だ
と
考
え
る
。
町
中
央
公
民
館

講
座
で
英
会
話
教
室
を
開
講
す

る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

町
中
央
公
民
館
の

講
座
と
し
て
一
般
成
人
対
象
に

早
め
に
開
講
で
き
る
よ
う
、
新

年
度
早
々
、
講
師
選
任
も
含

め
、
早
め
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

� ���������������������������������������������

有田　力　議員

◇町有地の処分

◇西原東小学校の空調

設備

◇英会話教室の開講を

問

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て

西
原
町
に
お
い
て
も
自
主

防
災
組
織
の
取
り
組
み
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

各
種
団
体
等
へ
の
意
識
啓
蒙
活

動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
防
災
マ
ッ
プ
の
状

況
、
及
び
海
抜
表
示
板
の
設
置

の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
長　

震
災
を
教
訓
に
し

て
本
町
で
も
こ
の
自
主
防
災
組

織
の
啓
発
、
講
演
会
等
な
ど
で

重
要
性
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
各
自
治
会
等
を
中
心
に

地
域
防
災
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成
に
つ
い
て
は
、
海
抜
表

示
や
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
表

示
な
ど
町
民
に
わ
か
り
や
す
い

マ
ッ
プ
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

海
抜
表
示
板
に
つ
い
て
は
、
自

治
会
事
務
所
等
へ
配
布
し
て
お

り
ま
す
。
県
の
統
一
的
な
考
え

方
の
も
と
に
、
電
柱
等
に
も
表

示
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

西
原
町
に
お
い
て
も
、
米

軍
機
の
飛
行
ル
ー
ト
が

変
更
さ
れ
て
以
降
、
軍
用
機
の

騒
音
、
電
波
障
害
等
も
増
え
て

お
り
ま
す
。
基
地
の
返
還
が
な

か
な
か
進
ま
な
い
な
か
、
連
絡

協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
事
を
考

え
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長　

米
軍
基
地
に
絡
む
事

件
、
事
故
等
を
含
め
国
に
対
し

て
抗
議
及
び
要
請
活
動
を
や
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
は

基
地
の
所
在
し
な
い
市
町
村
は

ほ
と
ん
ど
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
い

ろ
ん
な
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら

要
請
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

一
括
交
付
金
は
、
き
わ
め

て
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に

使
え
る
か
、
職
員
の
知
恵
の
出

し
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
私

と
し
て
は
全
額（
６
億
６
千
万
）

使
い
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

２
月
８
日
に
企
画

財
政
課
内
に
事
務
局
を
設
置

し
、
６
人
体
制
で
、
事
務
局
長
、

総
務
部
長
、
総
務
課
長
、
局
次

長
に
企
画
財
政
課
長
、
そ
し
て

企
画
財
政
課
の
全
係
長
４
名
体

制
で
事
務
局
を
設
置
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。　

年
度
予
算
内

２４

で
交
付
金
充
当
額
と
し
て
１
億

８ 
千
３
３
７
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
主
な
事
業
内
容
と
し

て
は
、
農
水
産
活
性
化
事
業

で
、
１
千
８
万
７
千
円
、
観
光

客
受
け
入
れ
基
盤
強
化
事
業

で
、
５
千
５
８
３
万
７
千
円
、

人
材
育
成
事
業
で
、
４
千
１
８

０
万
８
千
円
、
子
育
て
ゆ
い

ま
ー
る
支
援
事
業
で
、
７
千
８

５
０
万
２
千
円
、
高
齢
者
に
い

い
あ
ん
べ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
で
、
３
千
４
２
６
万
２
千
円

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
残
り
の

４
億
７
千
６
６
３
万
円
を
交
付

要
綱
に
基
づ
き
事
業
選
定
し
県

へ
第
２
次
申
請
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

上里善清　議員

◇自主防災の取組み

◇市町村連絡協議会の

意義

◇一括交付金の活用

問

問

問

問

問問

那覇市首里大名在の町有地

総合防災訓練の様子

2012（平成24） 年６月１日発行 第52号  （１２）西 原 町 議 会 だ よ り

坂
田
小
学
校
過
密
に
つ

い
て
、
平
成　

年
度
に
耐

２４

力
度
調
査
を
し
、　

年
度
に
校

２６

舎
の
実
施
計
画
、　

年
、　

年

２７

２８

度
に
か
け
て
改
築
し
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
改
築

に
と
も
な
い
過
密
解
消
に
つ
な

が
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

現
段
階
で
は
不
足

教
室
の
解
消
と
防
音
工
事
に
伴

う
冷
房
工
事
で
あ
り
ま
す
。

過
密
校
と
し
て
の
対
策

と
し
て
、
校
区
見
直
し
案

を
早
急
に
提
示
し
、
地
域
住
民

と
の
話
し
合
い
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。

教
育
部
長　

現
在
の
計
画
で
は

学
級
数
、
児
童
数
に
見
合
っ
た

施
設
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

施
設
整
備
が
一
定
程
度
終
了
し

な
い
と
児
童
数
を
減
ら
す
計
画

が
で
き
な
い
。
適
当
な
時
期
に

過
大
規
模
校
と
な
ら
な
い
様
に

校
区
見
直
し
案
を
作
成
し
、
地

域
住
民
と
の
話
し
合
い
を
検

討
。

プ
ー
ル
の
指
導
員
の
配

置
に
つ
い
て
、
町
内
学
校

に
比
べ
て
も
水
泳
の
授
業
が
少

な
い
、　

回
に
も
満
た
な
い
。

１０

泳
力
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に

も
プ
ー
ル
の
指
導
員
が
必
要
で

は
な
い
か
。

教
育
部
長　

児
童
生
徒
に
指
導

が
で
き
る
の
は
教
師
だ
け
で
あ

り
、
現
段
階
で
は
指
導
員
配
置

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

坂
田
小
学
校
ク
ー
ラ
ー
設

置
に
つ
い
て
、　

教
室
の

１１

う
ち
８
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
設

置
、
残
り
の
３
教
室
に
つ
い
て

の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
部
長　

残
り
３
教
室
は

オ
ー
プ
ン
教
室
に
な
っ
て
冷
え

な
い
環
境
で
あ
り
、
整
備
を
行

い
そ
の
間
は
扇
風
機
を
増
設
し

て
効
果
を
見
た
い
。

　

年
度
以
降
耐
力
度
調

２４査
及
び
改
築
し
な
い
建

物
は
ク
ー
ラ
ー
設
置
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す
が
。

教
育
部
長　

改
築
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
教
室
は
防
衛
省
の
改

造
防
音
工
事
を
導
入
し
整
備
す

る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

学
校
の
い
じ
め
で
、
町
内

の
２
０
１
０
年
度
い
じ

め
の
把
握
件
数
と
内
容
に
つ
い

て
、
ま
た
不
登
校
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
部
長　

２
０
１
０
年
度
い

じ
め
は
、
小
学
校
６
名
、
中
学

校
１
名
、
高
校
１
名
（
西
原
高

校
）。
不
登
校
は
小
学
校　

名
、

１２

中
学
校　

名
、
高
校　

名
。

３４

３７

国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
２
０
１
０
年
度
県
内

市
町
村
で
は　

億
２
８
０
０
万

３８

円
の
赤
字
で
す
。
西
原
町
に
お

い
て
も
９
、
５
４
６
万
７
千
円

の
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。
２
０

１
０
年
度
収
納
率
と
前
年
度
比
、

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

と
前
年
度
比
率
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

収
納
率
は
一
般
現

年
度
分
９
１
・
９
２
％
で
前
年

度
比
１
・
６
５
％
の
増
。
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は　

万
８
２

２５

６
３
円
で
前
年
度
比
１
０
６
・

９
８
％
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宮里芳男　議員

◇教育行政

◇国民健康保険

問

問

町
民
の
目
線
に
立
ち
、
町

民
本
位
の
町
政
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
町
政
発
展
、
町

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
が
ん

ば
る
町
長
に
は
、
今
後
も
引
き

続
き
町
政
運
営
の
先
頭
に
立
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
の
時

代
で
、
今
後
、
西
原
町
を
ど
の

よ
う
に
舵
取
り
し
て
い
く
の

か
。

町
長　

国
と
地
方
は
主
従
か
ら

対
等
協
調
へ
と
変
化
し
、
自
ら

の
町
は
自
ら
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
十
分
議
論
を
し
な
が
ら

出
さ
れ
た
結
論
に
対
し
て
責
任

を
負
う
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
極
め
て
重
要
。
当
事
者
意
識

を
ま
ず
持
つ
と
い
う
こ
と
。
引

き
続
き
町
民
三
万
五
千
人
の
大

き
な
前
進
を
期
し
て
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
。

農
地
法
違
反
の
責
任
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

今
年
２
月
に
字
桃
原
１
２
０

番
１
の
畑
に
業
者
Ｔ
が
資
材
置

き
場
等
の
目
的
で
、
再
度
農
地

法
５
条
許
可
申
請
を
行
っ
た
。

申
請
地
の
農
地
法
違
反
や
棚
原

の
農
振
違
反
に
改
善
が
み
ら
れ

ず
、
区
民
ら
は
心
配
し
て
い

る
。
申
請
違
反
の
責
任
を
問
わ

れ
た
農
地
法
の
許
認
可
を
も
つ

県
の
崎
原
班
長
は
、「
第
一
義

的
に
は
西
原
町
農
業
委
員
会
に

あ
る
」
と
責
任
転
嫁
の
発
言
を

し
、
ま
す
ま
す
住
民
を
不
安
に

さ
せ
て
い
る
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

違
反

し
た
場
合
の
最
終
的
な
責
任

は
、
許
認
可
す
る
県
知
事
に
あ

る
。
違
反
に
つ
い
て
の
罰
則
規

定
な
り
、
最
終
的
な
決
断
を
下

し
て
い
く
。

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

の
設
置
等
の
紛
争
予
防

に
関
す
る
条
例
（
仮
称
）
制
定

の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

平
成　

年
度
中
に

２４

は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
制

定
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

行
政
も
必
要
性
を
認
識

し
な
が
ら
も
、
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
な
い
た
め
進
展
の
な

い
南
小
学
校
の
児
童
館
問
題
。

一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
ぜ
ひ

南
小
校
区
に
児
童
館
建
設
を
、

提
案
す
る
。

町
長　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

の
中
で
就
学
、
就
業
の
困
難
な

者
へ
の
対
応
が
改
正
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
沖
縄
の
特
有

の
課
題
解
決
が
期
待
で
き
る
。

児
童
館
建
設
に
一
括
交
付
金
を

最
大
限
活
用
で
き
な
い
か
、
引

き
続
き
県
、
国
を
通
し
て
う
ま

く
適
用
で
き
る
よ
う
に
最
大
努

力
す
る
。

福
祉
部
長　

放
課
後
対
策
事
業

は
、
本
土
と
比
べ
て
沖
縄
県
の

場
合
は
大
分
お
く
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
で
沖
縄
県
独
特
、
特

徴
の
あ
る
事
業
と
し
て
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

呉屋　悟　議員

◇町政運営

◇桃原の農地法問題

◇一括交付金で南小校区に

　児童館建設を

問

問

問

問

問問

問

問

問

坂田小学校

西原南小学校
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西
原
町
行
政
改
革
大
綱

を
踏
ま
え
た
効
率
的
行

政
運
営
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長　

第
４
次
西
原
町
行

政
改
革
大
綱
の
中
で
３
つ
の
方

針
を
出
し
て
い
ま
す
。
１
つ
目

は
財
政
状
況
や
今
後
の
中
期
的

収
支
見
通
し
の
分
析
、
把
握
、

２
つ
目
は
民
間
を
活
用
し
た
行

財
政
運
営
、
３
つ
目
に
安
定
し

た
財
政
基
盤
に
よ
る
行
財
政
運

営
で
す
。
具
体
的
に
は
徴
税
の

収
納
率
の
目
標
設
定
、
滞
納
対

策
で
す
。

庁
舎
等
複
合
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
町
内
企
業

へ
の
優
先
発
注
に
努
め
る
と
あ

る
が
中
身
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長　

町
内
の
多
く
の
企
業
が

参
入
し
や
す
い
状
況
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
下

検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

建
設
敷
地
に
隣
接
す
る

２
軒
の
住
宅
に
つ
い
て

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長　

今
の
と
こ
ろ
道
路

拡
幅
事
業
な
り
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

基
地
の
な
い
市
町
村
連

絡
協
議
会
は
防
衛
大
臣
に

要
請
書
を
提
出
し
た
と
あ
る
が

1
回
だ
け
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

基
地
の
な
い
市
町
村
も

基
地
の
あ
る
市
町
村
と
同
じ
よ

う
に
基
地
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
、
危
険
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
こ
の
問
題
に
取

り
組
む
べ
き
と
平
成　

年　

月

22

12

　

日
に
要
請
し
ま
し
た
が　

年

22

23

は
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

基
地
の
あ
る
市
町
村
と
連

携
し
て
行
く
べ
き
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
。

町
長　

沖
縄
の
基
地
問
題
と
い

う
全
般
的
な
観
点
か
ら
検
討
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。株

式
会
社
西
原
フ
ァ
ー
ム

の
設
立
で
Ｊ
Ａ
や
商
工
会

と
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
伺
い

ま
す
。

建
設
部
長　

町
も
Ｊ
Ａ
も
商
工

会
を
含
め
て
出
資
の
割
合
を
協

議
し
な
が
ら
生
産
法
人
が
自
立

出
来
る
よ
う
な
方
向
で
後
押
し

を
考
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
（
一
括
交
付
金
）
を

本
町
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

事
業
を
展
開
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

総
務
部
長　

県
の
ほ
う
で
も
沖

縄
ら
し
い
事
業
を
市
町
村
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
な
が
ら
や
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

西
原
町
が
取
り
組
め
る

事
業
と
し
て
せ
っ
か
く

「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
と
う

た
っ
て
い
る
の
で
人
材
育
成
の

予
算
を
重
点
的
に
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
教
育
に
向
け
る
考

え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　
　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

21

と
整
合
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
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大城純孝　議員

◇平成２４年度の施政

方針と一括交付金

問

問

問

問

小
橋
川
・
上
原
道
路
線
の

改
善
策
、
具
体
的
な
計

画
。

建
設
部
長　

現
在
の
道
路
幅
４

メ
ー
ト
ル
を
５
メ
ー
ト
ル
に
拡

幅
し
対
面
交
通
の
で
き
る
地

震
、
災
害
へ
の
防
災
道
路
と
位

置
づ
け
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交

付
金
を
活
用
。
総
事
業
費
約

１
、
５
０
０
万
円
、
総
延
長　
５９

メ
ー
ト
ル
を
予
定
。

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大

学
・
短
期
大
学
か
ら
町
民

陸
上
競
技
場
へ
の
町
道
翁
長
・

上
原
線
整
備
計
画
は
。

建
設
部
長　

以
前
に
町
道
津
花

波
・
上
原
線
か
ら
の
道
路
取
り

つ
け
が
検
討
さ
れ
た
が
、
高
低

差
、
縦
断
勾
配
の
問
題
で
車
両

通
行
上
の
安
全
面
、
ま
た
事
業

費
の
観
点
か
ら
厳
し
い
事
か
ら

現
在
予
定
し
て
い
な
い
。
今
回

一
括
交
付
金
と
い
う
新
た
な
事

業
が
で
き
、
そ
の
中
で
対
応
で

き
る
か
改
め
て
検
証
し
て
い
く
。

県
の
伝
統
芸
能
会
館
等

を
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
内

へ
誘
致
に
努
め
る
と
い
う
そ
の

具
体
的
構
想
は
。

町
長　

町
も
昨
年
の
５
月
、
県

に
対
し
て
伝
統
芸
能
会
館
及
び

空
手
道
会
館
の
誘
致
先
と
し
て

一
早
く
陳
情
要
請
を
し
た
。
ア

ク
セ
ス
の
面
で
極
め
て
優
位
性

が
あ
り
、
与
那
原
町
と
連
携
し

て
進
め
て
い
る
。
町
の
文
化
協

会
と
の
連
携
も
図
り
官
民
一
体

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

内
間
御
殿
の
整
備
事
業

の
為
の
職
員
採
用
の
中

身
。

教
育
部
長　

職
員
１
名
、
行
政

職
文
化
財
担
当
上
級
職
。
大
学

卒
業
以
上
で
考
古
学
に
関
す
る

学
科
か
つ
２
ヵ
年
以
上
の
実
務

経
験
者
を
採
用
予
定
。

次
年
度
の
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
は
何
校
で
実
施

さ
れ
る
予
定
か
。

教
育
部
長　

平
成　

年
度
は
坂

２４

田
小
学
校
、
西
原
南
小
学
校
、

西
原
中
学
校
、
西
原
東
中
学
校

の
４
校
で
実
施
す
る
予
定
。
予

算
に
つ
い
て
は
ま
だ
国
の
交
付

決
定
が
な
く
、
例
年
度
並
に
組

め
と
の
指
示
が
あ
り
、
３
校
か

ら
４
校
に
増
え
た
が
前
年
度
並

み
に
組
む
。

次
年
度
の
町
立
保
育
園
、

幼
稚
園
、
児
童
館
等
の
臨

時
職
員
、
嘱
託
職
員
の
数
と
そ

の
人
員
確
保
の
状
況
は
。

教
育
部
長　

幼
稚
園
の
嘱
託
職

員
は
年
休
代
替
含
め
て　

名
。

１９

１
名
不
足
で
現
在
確
保
に
努
め

て
い
る
所
。

福
祉
部
長　

町
立
保
育
園
の
正

職
員
は　

名
で
嘱
託
職
員
は
年

１６

休
代
替
含
め　

名
、
臨
時
が
２

４１

名
。
児
童
館
は
年
休
代
替
含
め

嘱
託
職
員
が
７
名
、
臨
時
２
名

の
予
定
。
嘱
託
の
任
用
契
約
切

れ
の
５
年
目
に
当
た
り
、
入
れ

替
え
の
予
定
。
業
務
に
支
障
が

無
い
様
計
画
的
な
入
れ
替
え
が

望
ま
し
い
が
、
資
格
要
件
が
有

り
確
保
が
厳
し
い
。
町
外
か
ら

は
３
名
採
用
。

喜納昌盛　議員

◇道路整備関連

◇伝統芸能会館等

◇学校支援本部事業

◇臨時嘱託職員関係

問

問

問

問

問問

問

問

問問

沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）のイメージ

町道翁長・上原線
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沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

は
沖
縄
ら
し
い
と
い
う

テ
ー
マ
で
我
々
西
原
町
に
言
わ

せ
る
と
西
原
ら
し
さ
で
す
。
自

然
と
歴
史
、
伝
統
文
化
を
大
切

に
各
自
治
会
に
お
け
る
グ
ス
ク

及
び
文
化
財
等
に
活
用
で
き
る

か
。

総
務
部
長　

伝
統
文
化
等
も
含

め
て
、
文
化
財
等
事
務
運
営
事

業
と
い
う
の
を
設
定
し
、
地
域

の
優
れ
た
伝
統
文
化
の
保
存
継

承
を
図
ろ
う
と
、
文
化
財
保
護

審
議
会
の
開
催
、
各
種
文
化
講

座
の
開
設
、
文
化
財
の
保
護
、

関
係
団
体
へ
の
負
担
金
、
補
助

金
の
交
付
等
で
、
具
体
的
な
事

業
と
し
て
し
っ
か
り
で
き
る
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
の
発
注
に
お

い
て
、
町
民
・
町
業
者
の

皆
さ
ん
方
か
ら
で
き
る
だ
け
分

離
、
分
割
で
発
注
が
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
強
い
が
。

町
長　

庁
舎
建
設
は
予
算
規
模

も
か
な
り
大
き
い
と
い
う
よ
う

な
こ
と
か
ら
可
能
な
限
り
分

離
、
分
割
発
注
を
基
本
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
今
、

事
務
所
に
は
そ
の
よ
う
に
作
業

を
進
め
る
よ
う
指
示
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

庁
舎
の
分
離
、
分
割
発
注

は
い
つ
ご
ろ
に
決
定
さ

れ
る
の
か
、
見
通
し
は
。

庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
室
長　

現
在
、
建
築
確
認
申
請
の
最
中

で
、
県
の
事
前
審
査
を
終
え

て
、
県
が
指
定
し
た
構
造
傾
斜

の
適
合
判
定
機
関
の
ほ
う
に
構

造
計
算
の
任
意
判
定
の
手
続
を

進
め
て
お
り
、
何
と
か
４
月
末

ご
ろ
ま
で
に
は
確
認
が
と
れ
る

よ
う
に
、
今
、
鋭
意
作
業
を
進

め
て
お
り
、
工
区
の
形
態
を
固

め
て
、
予
算
の
設
計
書
の
作
成

等
を
行
い
発
注
に
な
り
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
浦
添
延
伸
に

伴
う
西
原
入
口
浦
西
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で

浦
添
市
側
と
西
原
町
側
で
最
大

の
計
画
面
積
は
。

建
設
部
長　

第
４
案
と
し
て
、

住
居
系
土
地
利
用
の
拡
大
に
よ

る
整
備
で
、
浦
添
市　

ヘ
ク

２５

タ
ー
ル
、
西
原
町　

ヘ
ク
タ
ー

１５

ル
の
合
計
面
積
は　

ヘ
ク
タ
ー

４０

ル
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徳
佐
田
側
の　

ヘ
ク

１５

タ
ー
ル
の
計
画
の
中
で

計
画
案
の
説
明
会
は
あ
る
か
。

建
設
部
長　

平
成　

年
度
一
括

２４

交
付
金
を
活
用
し
て
現
場
調
査

を
し
、
徳
佐
田
・
幸
地
地
域
の

皆
さ
ん
と
地
権
者
の
意
向
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
西
原
町
の
将

来
の
ま
ち
の
あ
り
方
を
定
め
て

い
き
た
い
。

答
弁
の
中
で
幸
地
地
域

も
一
部
取
り
入
れ
た
計

画
だ
と
の
事
だ
が
何
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
計
画
で
の
調
査
な
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

平
成　

年
度

２４

西
原
町
も
浦
西
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

で
予
算
の
要
望
を
し
て
お
り
、

徳
佐
田
・
幸
地
地
区
を
入
れ
た
、

お
お
む
ね　

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

３０
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伊波時男　議員

◇一括交付金の使途

◇庁舎建設の発注

◇モノレール延伸に伴う

まちづくり

問

問

問

問

問

東
日
本
大
震
災
を
受
け

て
、
町
の
防
災
計
画
の
見

直
し
は
ど
の
様
に
進
ん
で
い
ま

す
か
。
特
に
、
災
害
弱
者
の
支

援
・
海
抜
表
示
や
津
波
標
識
の

問
題
、
さ
ら
に
津
波
避
難
ビ
ル

の
確
保
の
状
況
、
取
り
組
み
は

ど
う
で
す
か
。

総
務
部
長　

県
の
見
直
し
計
画

を
受
け
て
、
海
抜
表
示
・
避
難

標
識
な
ど
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
津
波
避
難
ビ
ル
は　

ｍ
の

１２

津
波
が
想
定
す
る
の
か
、
そ
れ

に
よ
っ
て
3
階
以
上
の
建
物
を

指
定
す
る
の
か
ど
う
か
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
長　

災
害
支
援
に
つ
い

て
は
災
害
時
要
援
護
者
の
登
録

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
原
町
災
害
時
要
援
護
者
支
援

計
画
に
基
づ
き
、
台
帳
登
録
者

へ
の
個
別
支
援
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

仮
「
中
部
共
同
火
葬
場
」

の
件
で
す
が
、
宜
野
湾

市
・
北
谷
町
・
西
原
町
・
中
城
村
・

北
中
城
村
の
５
自
治
体
で
の
共

同
建
設
で
、
総
工
費
約
１
６
億

円
。
さ
ら
に
２
０
１
５
年
の
稼

動
を
目
指
す
と
の
事
だ
が
、
そ

の
予
算
や
場
所
選
定
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
、
ま
た
政
治
折

衝
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
る
が

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

町
長　

何
ら
か
の
補
助
事
業
等

が
あ
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
厳
し

い
問
題
は
あ
る
が
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

県
か
ら
墓
地
行
政
の
事
務

移
譲
を
受
け
て
、
町
の
条

例
や
基
本
計
画
策
定
は
ど
の
様

に
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
公
営

（
町
営
）
墓
地
の
設
置
へ
の
状

況
は
。

総
務
部
長　

平
成　

年
に
町
墓

２２

地
基
本
計
画
は
策
定
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
に
墓
地
基
本

２４

条
例
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
墓

地
基
本
計
画
の
中
の
個
別
方
針

で
、
公
営
墓
地
へ
の
需
要
へ
の

対
応
で
そ
の
整
備
を
図
る
か
議

論
し
て
定
め
て
い
く
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

国
旗
や
国
歌
に
つ
い
て

各
学
校
で
ど
の
様
に
生

徒
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　

各
学
校
に
お
い

て
、
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に

お
い
て
は
そ
の
意
義
を
踏
ま

え
、
音
楽
科
や
社
会
科
を
通
し

て
、
国
旗
、
国
歌
に
慣
れ
親
し

み
、
尊
重
す
る
態
度
を
育
む
よ

う
に
折
に
触
れ
指
導
工
夫
を

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
君
が
代

斉
唱
に
つ
い
て
も
指
導
を
行
う

よ
う
確
認
を
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
発
展
の
た
め
に
も
産

業
の
活
性
化
が
大
事
で

す
。
沖
縄
公
庫
独
自
の
無
担
保
・

無
保
証
人
の
新
た
な
資
金
活
用

で
仮
（
沖
縄
雇
用
・
経
営
基
盤
強

化
資
金
）が
創
設
し
ま
し
た
。
町

の
取
り
組
み
は
？　

ま
た
観
光

活
性
化
に
向
け
て
の
戦
力
は
？

建
設
部
長　

無
担
保
・
無
保
証

人
の
融
資
制
度
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
連
携
し
活
用
促
進
に
努

め
た
い
。
ま
た
観
光
に
つ
い
て

は
、
西
原
マ
リ
ン
パ
ー
ク
を
拠

点
に
内
間
御
殿
の
活
用
を
推
進

し
た
い
。

仲松　勤　議員

◇町の防災計画の見

直しは？

◇中部共同火葬場�

◇国旗、国歌(君が代)

の学習は�

問

問

問

問

問

問

沖縄モノレール（首里駅）

海抜表示板
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小
波
津
４
号
線
金
秀
給

油
所
か
ら
小
波
津
神
谷

宅
前
の
路
線
は
交
通
量
が
多
く

対
向
車
ギ
リ
ギ
リ
な
幅
員
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
歩
行
者
が
危
険

で
利
用
し
に
く
い
、
特
に
こ
の

路
線
は
図
書
館
、
中
央
公
民
館

へ
と
歩
行
利
用
者
が
増
え
て
お

り
ま
す
。
直
線
で
３
０
０
メ
ー

ト
ル
で
平
行
し
て
準
用
河
川
が

流
れ
て
居
り
ま
す
。
河
川
の
上

に
カ
ル
バ
ー
ト
（
フ
タ
）
を
す

る
こ
と
で
幅
員　

メ
ー
ト
ル
拡

１０

幅
補
路
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
当
局
の
対
応

を
お
聞
き
し
ま
す
。

建
設
部
長　

当
該
小
波
津
４
号

線
は
小
波
津
支
線
と
並
行
に
走

る
道
路
と
し
て
町
中
心
部
か
ら

那
覇
方
面
か
ら
結
ぶ
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
道

路
幅
員
が
狭
小
で
道
路
機
能
や

居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
通
過
交
通
量
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
推
進
中
の
小
波
津
川

河
川
や
県
道
浦
添
西
原
線
、
シ

ン
ボ
ル
道
路
線
計
画
と
一
体
的

に
、
交
差
点
改
良
及
び
床
板
の

ふ
た
が
け
や
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
等
に
よ
る
整
備
を
含
め

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

西
原
町
第
４
次
国
土
利
用

計
画　

年
間
の
構
想
の
策

１０

定
計
画
が
提
示
さ
れ
て
居
り
ま

す
が
、
国
道
３
２
９

号
線
与
那
原
西
原
線

は
県
道　

号
線
止
ま

３８

り
に
計
画
さ
れ
て
居

り
ま
す
。
小
那
覇
工

業
地
内
の
産
業
道
路

を
県
道
に
格
上
げ
し

延
伸
が
必
要
で
あ

る
。
工
業
地
内
の
流

通
を
初
め
、
小
那
覇

集
落
地
の
住
環
境
保

全
等
か
ら
計
画
策
定

す
べ
き
と
考
え
る

が
？

町
長　

工
業
専
用
地

域
ま
で
の
国
道
延
伸

に
つ
い
て
は
交
通
渋

滞
、
大
型
車
両
、
従
業
員
の
通

勤
利
便
性
の
確
保
か
ら
当
面
内

間
、
小
那
覇
線
、
県
道
路
格
上

げ
を
し
て
タ
ッ
チ
さ
せ
る
こ
と

を
一
応
想
定
し
て
、
計
画
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
に
策
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

建
設
部
長　

今
般
の
国
道
３
２

９
号
線
与
那
原
バ
イ
パ
ス
の
延

伸
に
つ
い
て
は
、
現
在
県
道
浦

添
・
西
原
線
ま
で
整
備
事
業
が

進
捗
を
し
て
お
り
、
慎
重
を
促

す
と
と
も
に
町
道
内
間
・
小
那

覇
線
ま
で
の
延
伸
に
向
け
、
諸

条
件
整
備
を
県
や
南
部
国
道
事

務
所
と
新
年
度
か
ら
協
議
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

� ���������������������������������������������

大城好弘　議員

◇小波津４号線の拡幅整備を�

◇国道３２９号線の工業団地まで

の延伸を�

問

問

問

西
原
町
の
住
民
の
う
ち

自
分
の
持
ち
家
に
住
ん

で
い
る
住
民
は
何
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
借
家
住
ま
い
が
何
パ
ー
セ

ン
ト
か
。
そ
れ
ら
の
数
字
か
ら

当
局
の
と
る
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン

は
ど
う
言
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
か
。

総
務
部
長　

平
成
二
十
二
年
の

国
勢
調
査
結
果
か
ら
申
し
上
げ

ま
す
。
一
般
世
帯
総
数
１
万
１

９
５
７
世
帯
の
う
ち
持
ち
家
世

帯
が
６
２
５
２
世
帯
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
公
営
あ
る

い
は
民
営
の
借
家
そ
れ
か
ら
間

借
り
等
世
帯
が
５
７
０
５
世
帯

で
あ
り
ま
す
。
依
っ
て
、
持
ち

家
率
は　

・
３
％
、
借
家
住
ま

５２

い
率
が　

・
７
％
と
な
っ
て
お

４７

り
ま
す
。
町
政
の
と
る
べ
き
ア

ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
今
の
と

こ
ろ
答
え
に
く
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。平

成
二
十
二
年
の
国
勢

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
沖

縄
県
の
持
ち
家
率
は　

・
６
％

４９

で
東
京
都
に
次
全
国
で
２
番
目

に
低
い
と
言
う
新
聞
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。
離
島
県
の
沖
縄
が

東
京
に
次
い
で
２
番
目
に
低
い

と
言
う
こ
と
は
私
は
大
き
な
政

策
転
換
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
土
地
利
用
で
す
。

担
当
部
長
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

建
設
部
長　

現
状
で
は
市
街
地

区
域
の
拡
大
は
で
き
な
く
て
も

人
口
共
有
の
住
宅
の
立
地
緩
和

区
域
と
言
う
の
が
ご
ざ
い
ま

す
。
幸
地
、
翁
長
、
小
波
津
あ

た
り
に
こ
う
言
っ
た
区
域
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
活
用
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

南
小
学
校
区
の
児
童
館

建
設
は
ど
こ
ま
で
話
が

進
ん
で
い
る
の
か
。
今
年
で
創

立　

周
年
に
な
る
か
ら　

年
間

２０

２０

も
南
小
学
校
区
の
児
童
た
ち
は

差
別
を
受
け
て
い
る
。
当
局
の

基
本
的
な
考
え
方
が
足
り
な

い
。
ど
こ
ま
で
真
剣
に
考
え
て

い
る
か
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

町
長　

こ
れ
ま
で
何
年
も
一
般

質
問
を
し
て
き
て
い
る
の
に
進

展
が
、
実
態
が
見
え
て
こ
な
い

と
言
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
議
員
も
御

案
内
の
と
お
り
、
そ
の
整
備
メ

ニ
ュ
ー
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

と
言
う
こ
と
が
最
大
の
理
由
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
平

成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

２４
い
わ
ゆ
る
一
括
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
で
何
と
か
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
私

自
身
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
が
何
回
も
取
り
上
げ
た

西
原
台
団
地
入
口
の
道
路

工
事
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
工
事
内
容
は
ど
う
か
。

建
設
部
長　

道
路
幅
員
５
メ
ー

ト
ル
に
拡
幅
し
対
面
交
通
可
能

に
し
災
害
時
の
防
災
道
路
に
位

置
づ
け
た
い
。
総
事
業
費
１
千

５
０
０
万
円
、
総
延
長　

メ
ー

５９

ト
ル
。
５
月
に
設
計
発
注
し
９

月
頃
用
地
交
渉
を
行
い
早
期
に

着
工
し
て
参
り
た
い
。

前里光信　議員

◇町民の持ち家率

◇南小区の児童館建設は

◇西原台団地入口

問

問

問 問

小波津４号線から小波津地内向け

西原台団地入口道路
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去
る
、
議
会
で
問
題
と

な
っ
た
安
室
地
区
で
の
、

産
廃
施
設
は
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。
又
棚
原
の
医
療

ゴ
ミ
施
設
の
現
状
は
。

建
設
部
長　

安
室
・
棚
原
地
区

で
の
農
地
転
用
申
請
に
付
き
ま

し
て
は
、
産
廃
施
設
で
は
な

く
、
資
材
置
場
と
し
て
再
度
、

申
請
さ
れ
、
現
在
町
農
業
委
員

会
か
ら
県
に
書
類
を
進
達
し
、

県
に
お
い
て
審
査
中
で
す
。
又

棚
原
地
区
の
施
設
に
つ
い
て

は
、
引
続
き
農
振
法
違
反
の
状

態
を
改
善
す
る
よ
う
産
業
課
と

農
業
委
員
会
が
連
携
し
指
導
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

県
道　

号
線
は
現
在
整

２９

備
中
で
あ
る
が
、
そ
の
県

道
の
周
囲
は
農
地
に
指
定
さ
れ

て
い
る
が
用
途
変
更
は
な
い

か
。

建
設
部
長　

当
該
地
区
は
県
道

整
備
に
よ
り
交
通
の
利
便
性
が

向
上
す
る
と
と
も
に
土
地
区
画

整
理
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

上
原
・
棚
原
地
区
や
２
地
区
に

隣
接
し
て
い
る
事
か
ら
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
沿
道

サ
ー
ビ
ス
施
設
・
生
活
利
便
施

設
の
誘
導
や
低
中
層
住
宅
地
と

し
て
の
位
置
付
で
あ
り
ま
す
。

サ
ザ
ン
協
の
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
、
南
部
６
市
町

で
の
決
定
事
項
で
は
な
い
と
南

城
市
長
は
説
明
し
て
い
る
が
、

実
態
を
伺
い
た
い
。

町
長　

今
、
南
城
市
長
が
動
い

て
い
る
の
は
、
サ
ザ
ン
協
の
会

長
と
し
て
で
は
な
く
、
南
城
市

長
と
し
て
島
尻
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
が
、
か
な
り
老
朽
化
し
て

建
替
の
時
期
に
来
て
い
る
何
十

億
円
も
か
か
る
建
設
費
を
考
え

た
場
合
、
最
終
処
分
場

を
建
設
の
方
が
住
民
利

益
に
つ
な
が
る
と
多
く

の
地
域
住
民
に
説
明
会

を
や
り
な
が
ら
先
進
地

の
視
察
を
通
し
て
決
し

て
こ
の
施
設
が
迷
惑
施

設
で
は
な
い
と
、
今
懸

命
に
努
力
を
し
て
い
る

所
で
あ
り
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル
の
浦

添
延
長
事
業
の
特

許
状
が
交
付
さ
れ
た

が
、
こ
れ
か
ら
浦
添
市
、

西
原
町
の
課
題
は
何

か
。

建
設
部
長　

沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
の
浦
添
延
長
事
業
の
特

許
状
が
１
月
に
交
付
さ
れ
、
２

０
１
３
年
着
工
、
２
０
１
９
年

に
運
行
開
始
の
予
定
で
、
今
後

の
課
題
と
し
て
浦
添
市
、
西
原

町
は
沖
縄
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
整
合
性
を

図
る
為
、
浦
西
駅
周
辺
地
域
の

整
備
計
画
、
良
好
な
都
市
環
境

形
成
に
向
け
た
諸
施
設
の
展
開

が
求
め
ら
れ
る
。

中
部
広
域
火
葬
場
と
斎

場
基
本
構
想
に
つ
い
て
。

町
長　

具
体
的
に
は
Ｈ　

年
度

２４

予
算
委
計
上
し
て
あ
る
が
、
今

後
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

中
で
指
摘
さ
れ
る
建
設
場
所
、

規
模
等
が
決
ま
っ
て
来
る
、
こ

れ
か
ら
始
ま
っ
て
い
く
。

� ���������������������������������������������

宮城秀功　議員

◇環境整備

問

問

問

野
焼
き
の
禁
止
が
あ
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
い

か
な
る
物
も
野
外
で
燃
や
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
法
律
で
あ

る
が
、
そ
の
野
焼
き
の
禁
止
の

例
外
と
し
て
必
要
最
小
限
の
野

焼
き
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
畑

か
ら
出
る
草
木
の
野
焼
き
が
な

ぜ
違
法
と
し
て
指
導
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

総
務
部
長　

都
市
化
が
進
み
流

入
者
も
増
加
し
て
い
る
本
町
の

現
状
や
ど
の
地
域
か
ら
も
苦
情

通
報
が
あ
る
状
況
を
考
慮
し
た

結
果
、
本
町
に
お
け
る
例
外
規

定
の
適
応
を
そ
の
ま
ま
と
い
う

わ
け
に
は
厳
し
い
と
い
う
判
断

の
も
と
に
、
焼
却
を
行
う
内
容

に
指
導
し
て
い
る
。

沖
縄
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
ち
ゃ
ん
と
Ｑ
＆

Ａ
形
式
で
書
い
て
あ
る
ん
で
す

よ
。
Ｑ
「
農
家
が
田
畑
や
あ
ぜ

道
、
用
水
路
の
雑
草
を
刈
り
取

り
焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？
」
Ａ
「
農
業
を
営
む
上
で

や
む
を
得
な
い
場
合
に
当
た
り

ま
す
の
で
焼
却
可
能
で
す
。」で

す
よ
。
例
え
ば
冬
場
の
た
き

火
、
こ
れ
も
上
位
法
で
認
め
て

い
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
一
切
だ

め
、
西
原
町
の
場
合
は
廃
棄
物

の
野
焼
き
は
犯
罪
で
す
。
５
年

以
下
の
懲
役
又
は
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
で
す
。
そ
れ
が
大
き

く
だ
さ
れ
て
い
て
例
外
措
置
も

ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
こ
れ
を

見
た
町
民
は
屋
外
で
燃
や
す
物

全
て
違
反
だ
と
い
う
認
識
に
な

る
。
だ
か
ら
畑
で
出
た
雑
草
を

燃
や
し
た
ら
通
報
が
あ
る
ん
で

す
。
認
め
ら
れ
た
例
外
措
置
さ

え
も
町
は
止
め
て
く
れ
と
い
う

こ
と
で
す
か
。

総
務
部
長　

不
法
焼
却
の
禁
止

と
い
う
こ
と
で
広
報
し
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
す
。
法
的
な
問

題
の
前
に
周
辺
へ
迷
惑
を
か
け

て
い
る
状
況
、
町
民
の
皆
さ
ん

は
役
場
に
苦
情
が
来
る
。

町
民
は
す
べ
て
屋
外
で

い
か
な
る
物
で
も
燃
や

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
認
識

を
教
え
込
ま
れ
て
い
る
ん
で

す
。
苦
情
が
き
た
ら
こ
う
い
う

例
外
も
あ
る
ん
で
す
よ
と
一
言

言
え
ば
、
あ
あ
そ
う
で
す
か
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
私
は

そ
う
い
う
ふ
う
に
窓
口
業
務
は

対
応
す
べ
き
だ
と
い
う
ふ
う
に

思
い
ま
す
。
農
業
は
、
雑
草
と

の
闘
い
で
す
。

総
務
部
長　

広
報
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
地
グ
ス
ク
や
刻
時
森

等
を
沖
縄
振
興
特
別
推

進
交
付
金
を
活
用
し
て
の
整
備

を
で
き
な
い
も
の
か
？

教
育
部
長　

要
項
が
決
ま
り
次

第
、
幸
地
グ
ス
ク
や
刻
時
森
等

の
整
備
に
つ
い
て
活
用
が
で
き

な
い
か
検
討
し
た
い
。

教
育
長　

非
常
に
大
事
な
こ
と

で
、
私
も
中
城
か
ら
首
里
城
で

つ
な
げ
た
ら
い
い
な
と
常
々

思
っ
て
い
る
。
一
括
交
付
金
で

可
能
で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

仲宗根健仁　議員

◇野焼きの禁止

◇幸地グスクと

　刻時森の整備を

問

問

問

問

問

安室地区で資材置場として再申請の場所

野焼き

問
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消
費
税　

パ
ー
セ
ン
ト

１０

増
税
で
町
民
・
県
民
負
担

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

県
の
推
計
に

よ
る
と
消
費
税
が
５
％
か
ら　
１０

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
に

県
民
負
担
は
約
２
０
２
３
億

円
。

標
準
世
帯
（
４
人
家
族
）

で
は
年
間
い
く
ら
の
負

担
に
な
る
か
。

企
画
財
政
課
長　

民
間
研
究
所

の
第
一
生
命
経
済
研
究
所
の
資

産
に
よ
る
と　

万
６
千
円
。

３４

立
場
の
違
い
を
超
え
て
反
対
を

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
長
も
施
政
方
針
で
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
、
我

が
国
の
将
来
を
左
右
す
る
重
大

問
題
で
す
。
政
府
を
後
押
し
す

る
大
手
新
聞
の
世
論
調
査
で
も

消
費
税
増
税
反
対
が
軒
な
み　
５５

％
を
超
え
、
賛
成
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
社
会
保
障
の
た
め
な

ら
将
来
的
に
は
消
費
税
増
税
も

や
む
を
得
な
い
か
な
と
思
う
方

も
、
当
面
の
こ
の
大
増
税
計
画

は
、
ま
ず
共
同
し
て
反
対
し
、

そ
の
先
の
問
題
は
、
じ
っ
く
り

と
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
は
な
い
か
。
ま
ず
こ
の
消
費

税
大
増
税
反
対
の
一
点
で
力
を

合
わ
せ
よ
う
、
共
同
し
よ
う
と

い
う
上
間
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
西
原
か
ら
発
信
す
べ
き
で

は
。

町
長　

今
後
の
国
の
社
会
保
障

全
体
を
ど
う
見
て
い
く
か
、
特

に
現
役
世
代
と
、
そ
れ
か
ら
年

金
を
受
給
す
る
、
そ
う
い
う
世

代
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
く
の

か
。
毎
年
自
然
に
ふ
え
る

社
会
保
障
全
体
が
一
千
億

円
と
い
う
話
で
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
今
の

状
況
で
い
け
ば
日
本
の
財

政
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
。

そ
う
い
う
面
で
本
当
に
現

役
世
代
と
そ
れ
に
支
え
ら

れ
る
世
代
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
う
見
て
い
く
か
。
こ

の
こ
と
が
し
っ
か
り
議
論

し
て
示
さ
れ
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。
た
だ
、
こ
う
い
う
こ

と
を
考
え
る
上
で
、
す
ぐ
直
ち

に
消
費
税
の
増
税
に
い
く
と
い

う
の
は
問
題
。
国
は
行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
く
、
出
先
機
関

の
整
理
と
か
、
あ
る
い
は
国
会

改
革
も
含
め
て
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
を

や
っ
た
上
で
、
財
源
が
足
り
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
改
め

て
国
民
に
そ
の
理
解
を
求
め
て

い
く
。
ま
だ
そ
う
い
っ
た
も
の

が
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
い
な
い

状
況
の
な
か
で
は
多
く
の
国
民

が
十
分
理
解
し
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　

所
得
の
低
い
沖
縄
県
民
に
与

え
る
影
響
、
低
所
得
者
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い
だ
け
に
、
消

費
税
に
対
す
る
考
え
方
を
機
会

が
あ
れ
ば
国
に
直
訴
、
あ
る
い

は
反
対
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
の
対

応
を
検
討
し
た
い
。

� ���������������������������������������������

伊礼一美　議員

◇納得できますか？

　消費税10％で34万

問

学
校
給
食
は
、
栄
養
的
に

配
慮
さ
れ
た
安
全
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
健
康
保

持
、
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が

こ
の
学
校
給
食
の
目
的
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
滞
納
が
大
き
く
、

非
常
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
町
長
も
施
政
方
針
で
徴
収

体
制
も
強
化
し
て
い
く
と
、
悪

質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
法
的

な
措
置
も
対
応
し
て
い
く
と
施

政
方
針
で
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　

滞
納
給
食
費
の
徴
収
は
、
平

成　

年
４
月　

日
に
学
校
給
食

２３

１８

費
滞
納
整
理
等
事
務
処
理
要
綱

を
制
定
し
て
、
悪
質
な
方
々
に

対
し
て
、
法
的
な
処
理
を
す
る

た
め
に
要
綱
を
つ
く
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
滞
納
給
食

費
が
平
成　

年
度
決
算
で
は
１

２２

億
５
千　

万
５
千
円
、
平
成　

３５

２３

年　

月　

日
末
で
は
１
億　

万

１１

３０

２８

円
と
前
年
度
よ
り
大
分
減
っ

た
。
処
理
要
綱
の
２
条
に
は
、

滞
納
後
、　

日
以
内
に
督
促
状

２０

を
送
付
す
る
が
、
５
月
に
６
５

１
件
、
６
月
に
６
６
５
件
、
４

月
に
５
７
３
件
、
９
月
６
６
６

件
、　

月
５
４
１
件
、　

月
５

１０

１１

９
５
件
、
計
３
、
６
９
１
件
の

督
促
状
を
出
し
た
。
こ
の
督
促

を
出
し
て
も
払
わ
な
い
人
が
い

る
。
そ
れ
が
、　

万
円
以
上
が

５０

６
月　

件
、
５
万
以
上　

万
円

５０

５０

未
満
が
８
月
に
３
１
８
件
、　

１１

月
に
５
３
１
件
の
保
護
者
に
周

知
を
図
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
回
収
で
き
な
い
部

分
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
お
答

え
を
頂
き
た
い
。

教
育
部
長　

平
成　

年
度
中
に

２３

滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
、
平
成

２
年
度
分
か
ら
の
全
滞
納
者
に

二
度
に
亘
る
催
告
書
を
送
付
し

た
。
平
成　

年
３
月　

日
現

２４

２２

在
、
徴
収
率
は
対
前
年
度
比

２
・　

％
増
加
、
収
納
額
で
２

４８

７
４
万
４
、 ３
１
９
円
増
の
７

９
１
万
４
、 ４
９
２
円
と
な
っ

て
い
る
。
今
年
度
で
処
理
要
綱

の
前
処
理
を
済
ま
せ
、
次
年
度

は
学
校
給
食
費
等
滞
納
整
理
嘱

託
員
を
採
用
し
、
体
制
を
整
え

た
上
で
、
手
順
に
従
い
、
法
的

措
置
も
と
る
こ
と
を
視
野
に
滞

納
整
理
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

奨
学
金
の
徴
収
方
法
、
対

応
に
つ
い
て
、
要
綱
を

作
っ
て
対
応
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

平
成　

年
度
は
顧

２３

問
弁
護
士
の
名
前
に
よ
る
催
告

に
よ
り
、
一
定
程
度
の
効
果
が

あ
り
ま
し
た
が
、
次
年
度
は
給

食
費
滞
納
整
理
嘱
託
員
の
力
を

借
り
、
法
的
措
置
を
視
野
に
徴

収
強
化
を
し
た
い
。

法
的
な
回
収
で
、
訴
訟
に

な
っ
た
と
き
に
、
議
会
の

承
認
を
得
な
い
と
い
け
な
い

が
、
考
え
が
あ
れ
ば
。

教
育
部
長　

議
案
の
形
で
、
個

人
の
名
前
を
出
す
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
少
し
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

城間義光　議員

◇学校共同調理場の充実・

強化を

◇町人材育成会の奨学金は

問

問

問問

問

消費税増税法案関連の新聞記事

給食のもよう
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子
ど
も
た
ち
の
健
康
を

は
ぐ
く
む
学
校
給
食
の

現
場
は
、
安
全
な
食
材
を
ど
う

確
保
す
る
か
苦
心
し
て
い
る
の

が
見
え
ま
す
。
西
原
町
学
校
給

食
３
月
の
予
定
献
立
表
か
ら
主

食
以
外
の
食
材
、
野
菜
、
キ
ノ

コ
、
海
産
物
、
肉
類
、
果
物
、

加
工
品
等
を
調
べ
る
と
北
海
道

産
や
九
州
産
、
県
産
、
外
国
産

が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
今
の
と

こ
ろ
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
て
い

な
い
食
材
が
提
供
で
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
安
心
し
て
い

る
。
今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
を

内
部
被
曝
か
ら
守
り
、
健
康
に

育
て
る
た
め
に
、
汚
染
さ
れ
て

い
な
い
食
材
を
使
っ
た
給
食
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
①

福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響

で
、
県
内
の
学
校
給
食
に
使
う

米
が
不
足
す
る
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
本
町
と
し
て
の
対
策
は
ど

う
で
す
か
。
②
国
が
指
定
す
る

検
査
地
域
か
ら
給
食
食
材
を
調

達
す
る
場
合
の
安
全
確
認
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。
③
給
食
食
材

の
公
表
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

①
学
校
給
食
用
の

米
は
、
学
校
給
食
会
か
ら
の
み

購
入
し
て
い
る
の
で
、
別
ル
ー

ト
で
の
購
入
や
Ｊ
Ａ
か
ら
の
調

達
に
つ
い
て
予
算
面
な
ど
を
考

慮
し
て
検
討
す
る
。
②　

都
県

１７

か
ら
の
給
食
食
材
を
調
達
す
る

場
合
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

は
、
出
荷
先
の
都
道
府
県
の
検

査
デ
ー
タ
を
基
に
確
認
し
て
い

く
。
現
段
階
で
は
、
本
町
独
自

の
検
査
は
考
え
て
い
な
い
。
③

給
食
食
材
の
産
地
公
表
に
つ
い

て
は
、
個
別
の
問
い
合
わ
せ
の

み
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
給
食
調
理
場
と
も
相
談
し

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表

し
て
い
く
方
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

東
日
本
大
震
災
で
大
量
に

発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
、

瓦
れ
き
の
広
域
処
理
に
つ
い

て
、
仲
井
眞
沖
縄
県
知
事
が
受

入
検
討
を
表
明
し
て
お
り
ま

す
。
国
は
、
岩
手
県
と
宮
城
県

の
瓦
れ
き
４
０
０
万
ト
ン
が
対

象
と
し
て
い
る
。
こ
の
瓦
れ
き

に
つ
い
て
は
、
放
射
能
汚
染
拡

散
の
心
配
か
ら
、
沖
縄
に
搬
入

し
て
処
理
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
強
い
反
対
の
意
見
が
あ
り

ま
す
。
沖
縄
県
は
、
ク
リ
ー
ン

ゾ
ー
ン
で
す
。
被
災
者
を
受
け

入
れ
る
避
難
地
や
安
心
安
全
な

農
産
物
を
栽
培
し
て
被
災
地
に

届
け
る
産
地
と
し
て
の
役
割
を

担
う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
本
町
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長　

沖
縄
で
も
っ
と
も
東
日

本
に
協
力
で
き
る
こ
と
が
、
別

の
形
で
な
い
の
か
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
放
射
性
物
質
が
拡
散
し
な

い
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
の

で
、
東
部
清
掃
施
設
組
合
の
正

副
管
理
者
の
方
々
と
の
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
今
後
、
ど
う
対

応
す
る
か
、
慎
重
に
考
え
て
い

き
た
い
。
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大城誠一　議員

◇学校給食用食材の

安全性

◇災害廃棄物処理の

広域処理

問

問

決
算
や
人
事
異
動
、
進

学
、
進
級
な
ど
、
何
か
と

慌
た
だ
し
い
年
度
末
を
迎
え
ま

し
た
。
３
月
で
年
度
を
区
切
る

よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
何
か
、

そ
の
ル
ー
ツ
は
明
治
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

当
時
の
税
収
の
主
力
は
田
畑

や
宅
地
、
山
林
な
ど
、
土
地
か

ら
生
ず
る
収
益
に
課
す
地
租
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
農
作
物
の
耕
作
の
サ

イ
ク
ル
に
あ
わ
せ
て
会
計
年
度

と
し
た
事
に
始
ま
る
そ
う
で
す
。

　

学
校
の
４
月
入
学
が
定
着
し

て
い
っ
た
の
も
、
会
計
年
度
に

あ
わ
せ
る
の
が
合
理
的
だ
っ
た

か
ら
で
し
ょ
う
。

　

自
然
の
移
ろ
い
に
合
致
し
て

い
る
年
度
も
、
自
然
の
移
ろ
い

に
合
致
し
て
い
る
季
節
と
と
も

に
新
し
い
前
進
を
開
始
す
る
こ

と
に
は
、
生
命
の
リ
ズ
ム
と
の

符
号
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
節
目
は
自
ら
を
奮

い
立
た
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
、
と
ら
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
防
災
に
つ
い

て
、
海
抜
表
示
の
進
捗
状
況
、

大
地
震
を
想
定
し
た
避
難
ル
ー

ト
や
避
難
所
を
明
記
し
た
マ
ッ

プ
の
作
成
の
進
捗
状
況
、
防
災

メ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

東
日
本
大
震
災
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
海
抜
表
示
な

ど
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

知
事
公
室
防
災
危
機
管
理
課
か

ら
示
さ
れ
、
本
町
で
は
自
前
で

海
抜
表
示
板
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
が
、
防
災
計
画
の
見
直
し

と
並
行
し
て
海
抜
表
示
を
進

め
、
防
災
マ
ッ
プ
の
海
抜
表
示

や
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
表
示

な
ど
、
町
民
に
便
利
で
わ
か
り

や
す
い
マ
ッ
プ
作
成
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
メ
ー
ル
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
防
災
情
報
は
災
害
が
起

こ
り
う
る
場
合
、
ま
た
は
災
害

が
起
こ
っ
た
際
、
町
民
に
対
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
迅
速
に

情
報
伝
達
を
多
様
な
方
法
で
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
携
帯
電
話
会
社
か
ら

の
緊
急
地
震
通
報
な
ど
、
さ
わ

ふ
じ
メ
ー
ル
を
活
用
し
て
防
災

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、

ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の

今
年
度
の
事
業
名
と
総
額
。

企
画
財
政
課
長　

今
回
の
沖
縄

振
興
特
別
推
進
交
付
金
で
、
町

配
分
額
約
６
億
６
千
万
円
は
ソ

フ
ト
事
業
分
で
、
ハ
ー
ド
分
に

つ
い
て
は
県
か
ら
の
説
明
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　

保
育
マ
マ
の
公
約
は
ど
う
な

り
ま
し
た
か
。

福
祉
部
長　

県
内
で
保
育
マ
マ

を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
ま

だ
な
く
、
実
施
に
当
た
っ
て
の

家
庭
的
保
育
事
業
者
が
受
講
す

べ
き
研
修
等
を
含
め
要
件
が
多

い
こ
と
に
触
れ
、
厳
し
い
と
み

て
い
る
。

長濱ひろみ　議員

◇防災メールの導入

◇一括交付金６億６千万�

◇保育ママの実施

問

問

問

給食メニュー例

防災メール（福岡県）


